承 認 申 請 書 提 出 の 留 意 事 項

　承認申請書の提出は年々増加の傾向にあり、申請内容も多岐に亘り、書類の作り方にも工夫が必要になります。栃木県神社庁ホームページの「神職専用ページ」から、財産処分・建物変更・境内地模様替えなどの各種承認申請書の雛形をダウンロードすることが出来ますのでご活用ください。また、申請書の記載事項の不備や添付書類の不足などで神社本庁からの照会事項が多々あります。承認事務が円滑に執り進められるよう、承認申請書の提出には以下の点にご留意ください。
　１．承認申請書は役員会の議決の日より速やかに作成し、提出してください。（議決より一ヶ月以内）

　２．申請年月日を必ず記入してください。
　３．神社の所在地は神社規則に記載の所在地番を確認の上、記入してください。
　４．申請者は代表役員宮司並びに責任役員の全員が連署・捺印してください。（役員が欠員している場合、　　申請出来ません。）
　５．代表役員宮司の印は職印を用いてください。
　６．神社の維持経営、尊厳護持に有益であることを原則とした上で、申請理由を具体的に記してください。
　　（相手の為に神社が犠牲を払う行為は不可となります。）
　７．役員会の議事録を必ず作成し、議決状況は役員定数○人中、賛成○人、反対○人と記入してください。
　　 反対のある場合には、反対理由を明記して、署名捺印の上、添付してください。

　８．承認申請書は添付書類を含めて三部作成し、その内二部と承認申請料（栃木県神社庁 承認申請料並びに証明料一覧 参照）を添えて支部長経由にて神社庁に提出してください。
　以上は一般的な留意事項ですので、承認申請書の作成について不明な点は神社庁までお問い合わせください。

